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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
本研究は、２つの地域における２つの「自主活動」を事例に、この活動を通してつくられ
るノンフォーマル、インフォーマルな学習の内容及びプロセスを明らかにしつつ、学習の意
義を解明しようとする実証的研究である。 
本論でも指摘されているように、グローバリゼーションや改革のなかで市民の自主性、主
体性がとりわけ強調されおり、政策の実行上も、NPO などサードセクターへ期待が注がれる
なか、市民の「自主活動」に注目することは時宜を得た研究テーマとして評価できる。 
しかしながら、「自主活動」の「自主性」をめぐってはより注意深い検討を要する点があ
る。なぜなら、「自立」や「自己責任」とともに、この概念には新自由主義のイデオロギー
が浸透していることはすでに多くの論者が指摘していることであり、さらにフェミニズム・
ケア論者が主張するように、人はそもそも相互依存性をその本質とするのだという哲学的議
論があるからである。 
こうした基礎的検討がまだ残されているとはいえ、その研究について評価すべき点も少な
くない。 
まず、第１に、自らの理論的立場を「状況的学習論」に置きつつも、これを批判的に吟味
して克服すべき点を自覚的に実証研究に生かそうとした点である。従来、成人教育研究では、
自らのよってたつべき理論的立場に無自覚なまま研究をすすめている、という批判を受けざ
るを得ない状況があった。この点で、本研究は、一歩の前進を示しているといいうる。 
第２に、とりわけ第３章の介護予防活動における学習活動の分析を通して、健康意識の向
上にとどまらず、社会関係資本を生み出すことを通して社会的に排除される高齢者をコミュ
ニティで包摂する役割を果たしていることを実証的に明らかにしている。 つまり、「自主活
動」への参加が排除される人たちの包摂の機能をもつことを実証していることである。 
第３に、このことは別の面から見れば、学習を個人的な知識や能力の向上としてのみとら
えるのではなく、協同的活動としてとらえることの必要性と重要性を指摘する成果となって
いる。欧米の成人教育研究の多くが、教育機関における学級や講座における、合理的に思考
することのできる、自立した個人の省察のプロセスとして学習をとらえる傾向があり、こう
した研究に実証を持って一石を投じる研究となっている。 
先に指摘したように、いくつかの検討すべき課題を残してはいるものの、広くいえば、社
会的活動と学習との関連というテーマに重要な知見を加えた研究として評価できる。よって、
本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
